
２２００２２３３

８・９

No．668RumoiChamberofCommerce&Industry

撮影／小杉測量設計㈱

ドローンにて撮影

７月２９日に開催されたやん衆あんどん７月２９日に開催されたやん衆あんどん

７月２８日に開催された呑涛まつり前夜祭７月２８日に開催された呑涛まつり前夜祭

バイ・るもい運動「お買い物は地元で」

〇第７１回全道商工会議所大会
〇役議員研修会
〇議員会納涼パーティー
〇青年部ビアパーティー
〇電子帳簿保存法セミナー
〇価格転嫁対策セミナー
〇るもい呑涛まつり
〇企業 情報
〇市内行事予定
〇委員長のつぶやき

徳

CONTENTS



第668号（隔月１回発行） 令和５年８月15日 ②か い ぎ し ょ News

　
第
七
十
一
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会

が
七
月
一
日
臥
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

苫
小
牧
市
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王

子
で
開
催
さ
れ
、
道
内
四
十
二
商
工
会

議
所
の
正
副
会
頭
等
約
三
百
人
が
出
席

し
、
当
所
か
ら
は
大
石
会
頭
の
他
五
名

が
出
席
し
た
。

　
本
大
会
は
、
道
内
各
地
か
ら
提
出
さ

れ
た
観
光
需
要
喚
起
や
鉄
路
維
持
な
ど

に
関
す
る
十
四
件
の
議
案
と
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
を
国

に
求
め
る
特
別
提
案
一
件
を
全
会
一
致

で
決
議
し
た
。

　
引
き
続
き
、「
苦
し
い
時
に
何
が
状

況
を
好
転
さ
せ
る
の
か
～
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
視
点
か
ら
～
」
と
題
し
て
、

Ｏ
ｎ
ｅ
 Ｆ
ｏ
ｒ
 Ｏ
ｎ
ｅ
 Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

㈱
服
部
道
子
氏
が
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

《
決
議
事
項
》

▽
現
下
の
状
況
を
打
開
す
る
早
急
な
景

気
・
経
済
対
策
の
実
行
に
つ
い
て

▽
北
海
道
経
済
の
更
な
る
発
展
を
目
指

し
た
地
域
創
成
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
つ
い

て
▽
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

活
力
強
化
に
つ
い
て

▽
地
域
人
材
の
確
保
・
育
成

の
推
進
に
つ
い
て

▽
観
光
需
要
の
喚
起
並
び
に

受
入
体
制
の
整
備
促
進
に

つ
い
て

▽
道
内
空
港
の
利
活
用
促
進

並
び
に
整
備
促
進
に
つ
い

て
▽
鉄
路
の
維
持
並
び
に
機
能

強
化
に
つ
い
て

▽
北
海
道
新
幹
線
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

▽
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
完
成
に
つ
い
て

▽
交
通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進

並
び
に
国
土
強
靭
化
の
促
進
に
つ
い

て
▽
地
域
振
興
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

▽
電
力
の
安
定
需
給
並
び
に
Ｇ
Ｘ
の
推

進
に
つ
い
て

▽
国
際
貿
易
交
渉
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▽
北
海
道
開
発
の
枠
組
み
堅
持
に
つ
い

て

《
特
別
決
議
事
項
》

▽
北
方
領
土
問
題
に
係
る
啓
発
活
動
の

強
化
と
解
決
に
向
け
た
交
渉
の
早
期

再
開
並
び
に
隣
接
地
域
へ
の
振
興
施

策
の
推
進
に
つ
い
て

　
留
萌
商
工
会
議
所
役
議
員
研
修
会
が

総
務
運
営
委
員
会
（
昆
 
多
利
委
員
長
）

主
管
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
講
師
に
日
本

商
工
会
議
所
理
事
・
事
務
局

長
の
荒
井
恒
一
氏
を
招
き

「
商
工
会
議
所
議
員
の
役
割

等
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
。

　
研
修
会
に
は
昨
年
十
一
月

に
改
選
さ
れ
た
役
議
員
約
三

十
名
が
参
加
。
渋
沢
栄
一
ら

に
よ
る
国
内
初
の
商
工
会
議

所
が
一
八
七
八
年
に
設
立
し

た
歴
史
の
他
、
商
工
会
議
所

の
三
大
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

「
政
策
提
言
」「
中
小
企
業
等

の
活
力
強
化
」「
地
域
経
済
の

活
性
化
」、
商
工
会
議
所
の

中
核
的
役
割
を
担
う
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
議
員
の

役
割
、
各
地
商
工
会
議
所
の

活
動
事
例
に
つ
い
て
荒
井
理
事
・
事
務

局
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

第
七
十
一

第
七
十
 一
 回回

第
七
十
 一
 回

全
道
商
工
会
議
所
大

全
道
商
工
会
議
所
大
会会

全
道
商
工
会
議
所
大
会

役

議

員

研

修

役

議

員

研

修

会会

役

議

員

研

修

会

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
の
実

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
の
実
現現

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
の
実
現

「
商
工
会
議
所
議
員
の
役
割
等
に
つ
い
て

「
商
工
会
議
所
議
員
の
役
割
等
に
つ
い
て
」」

「
商
工
会
議
所
議
員
の
役
割
等
に
つ
い
て
」
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当
所
議
員
会
（
西
谷
英
樹

会
長
）
で
は
、
六
月
十
日
臥

に
日
帰
り
研
修
を
実
施
し
、

大
石
会
頭
他
役
議
員
他
三
十

名
が
参
加
し
た
。

　
今
年
オ
ー
プ
ン
し
た
エ
ス

コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道

（
北
広
島
市
）
の
視
察
、
野
球

観
戦
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
は
白
熱
し
た
試
合

を
観
戦
し
、
選
手
に
大
き
な

声
援
と
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
試
合
終
了
後
、
場

所
を
移
動
し
て
懇
親
会
に
入

り
、
大
石
会
頭
の
乾
杯
の
発

声
に
て
始
ま
り
、
会
員
相
互

の
交
流
を
深
め
て
い
た
。

　
当
所
会
員
事
業
所
の
親
睦
と
交
流
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
萌
商
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
七
月
例
会
『
㈱
産
業
廃
棄
物

処
理
セ
ン
タ
ー
杯
』
が
七
月
二
日
蚊
に

増
毛
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
二
十
六
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
優
勝
　
石
塚
　
辰
介
（
㈱
産
業
廃
棄

物
処
理
セ
ン
タ
ー
）
▽
準
優
勝
　
梶
原

了
（
シ
ャ
ノ
ア
ー
ル
）
▽
一
位
　
東
原

義
幸
（
㈲
北
海
道
新
聞
 
東
原
販
売
所
）

▽
二
位
　
瀬
川
　
直
美
（
瀬
川
整
骨
院
）

▽
三
位
　
串
橋
　
伸
幸
（
㈱
イ
バ
ヤ
シ
）

　
な
お
、
萌
商
会
で
は
豪
華
景
品
を
用

意
し
て
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
萌
商
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当

所
業
務
課
（
電
話
４
２
倆
２
０
５
８
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

石
塚
 辰
介
氏
が
優
勝

議
員
会
日
帰
り
研
修
を
実

議
員
会
日
帰
り
研
修
を
実
施施

議
員
会
日
帰
り
研
修
を
実
施

萌
商
萌
商
会会

七
月
例

七
月
例
会会

萌
商
会

七
月
例
会
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◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５３，２９０４７，１２９４，６２２１，４０１１３８５月

５３，３０５４６，９８３４，７３６１，４２０１６６６月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金当座預金

１４６，５９０１，９０２５６，３８５８３，５２８４，７７５５月

１４８，０１３１，５３５６２，４８６７９，００７４，９８５６月

留萌金融協会５月留萌港入出貨物

【積荷合計　３隻】
・小麦（内航船）　 １隻　１，４００トン
・丸太（内航船）　 　２隻　２，７０９逢 
【揚荷合計　23隻】
・セメント船（内航船） ３隻　５，０５０トン
・石炭船（外航船）  ２隻 ２７，３１３トン
・石炭船（内航船）  ３隻　６，２８７トン
・油（内航船）　 　１３隻 ４１，０９１Ｋ/Ｌ
・タイヤチップ（内航船） １隻　１，２２３トン
・アスファルト（外航船） １隻　　９６０トン

▽
６
月
１
日
　
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
▽
５
日

正
副
会
頭
会
議
・
留
萌
開
発
建
設
部
へ

の
要
望
活
動
▽
９
日
　
広
報
委
員
会
　

▽
　
日
　
議
員
会
日
帰
り
研
修
▽
　
日

１０

１１

第
　
回
日
商
簿
記
検
定
試
験
・
留
萌
駐

１６４
屯
地
七
十
一
周
年
記
念
行
事
▽
　
日
　

１２

地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
・
商
業
振
興
お

も
て
な
し
合
同
正
副
委
員
長
会
議
▽
　１３

日
　
議
員
会
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行
委

員
会
▽
　
日
　
マ
ル
経
審
査
会
・
電
子

１５

帳
簿
保
存
法
セ
ミ
ナ
ー
・
青
年
部
役
員

会
▽
　
日
　
第
１
回
会
員
大
会
実
行
委

２１

員
会
▽
　
日
　
役
議
員
研
修
会
▽
　
日

２６

２７

議
員
会
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行
委
員

会
・
留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催
ビ

ア
パ
ー
テ
ィ
ー
▽
　
日
　
あ
ん
ど
ん
部

２８

会
・
出
場
団
体
会
議
▽
　
日
　
留
萌
地

２９

区
産
業
安
全
衛
生
大
会
▽
　
日
～
７
月

３０

１
日
　
第
　
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会

７１

（
苫
小
牧
開
催
）

▽
７
月
１
日
　
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
▽
２
日

萌
商
会
　
第
２
回
例
会
▽
３
日
　
正
副

会
頭
会
議
▽
４
日
　
地
域
振
興
ま
ち
づ

く
り
・
商
業
振
興
お
も
て
な
し
合
同
正

副
委
員
長
会
議
▽
６
日
　
夜
間
金
融
経

営
相
談
室
▽
　
日
　
議
員
会
納
涼
パ
ー

１０

テ
ィ
ー
▽
　
日
　
一
日
公
庫
▽
　
日
　

１３

１４

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
留
萌
港
清
掃
事
業

▽
　
日
　
あ
ん
ど
ん
企
画
運
営
委
員
会

１９
▽
　
日
　
水
産
部
会
・
港
湾
に
関
す
る

２４
勉
強
会
・
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
・
商

業
振
興
お
も
て
な
し
合
同
委
員
会
▽
　２６

日
　
あ
ん
ど
ん
警
備
委
員
会
▽
　
日
　

２８

る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
式
典
・
呑
涛
ま
つ

り
前
夜
祭
▽
　
日
　
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

２９

▽
経
営
一
般
　
九
十
一
件

▽
金
融
　
一
件
　
　
▽
税
務
　
十
二
件

▽
労
働
　
十
四
件

▽
計
　
百
二
十
一
件

相相

談

件

談

件

数数

６
・
７
月

業業

務

日

務

日

誌誌

６
・
７
月

６月留萌港入出貨物

【積荷合計　２隻】
・小麦（内航船）　 １隻　１，５００トン
・丸太（内航船）　 　１隻　１，３２６逢 
【揚荷合計　16隻】
・セメント船（内航船） ３隻　９，２２５トン
・油（内航船）　 　９隻 ２７，３８０Ｋ/Ｌ
・タイヤチップ（内航船） １隻　１，９７６トン
・アスファルト（外航船） １隻　　９１０トン
・塩（内航船）  １隻　１，２３０トン
・砂（内航船）  １隻　１，８００トン

　
当
所
議
員
会
（
西
谷
英
樹
会
長
）
の

納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
が
七
月
十
日
俄
午
後

五
時
か
ら
、
留
萌
産
業
会
館
駐
車
場
で

四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
当
所
役
議
員
及

び
夫
人
、
来
賓
ら
五
十
五
名
が
参
加
し

親
睦
を
深
め
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
西
谷
議
員
会
長
と

大
石
昌
明
会
頭
が
挨
拶
し
、
中
西
俊
司

市
長
の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
し
、
山
海
の

料
理
や
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
に
て
捌

い
た
刺
身
を
そ
の
場
で
堪
能
し
た
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
マ
ジ
シ
ャ
ン
や

ま
ち
ゃ
ん
を
呼
び
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

に
参
加
者
は
歓
声
を
送
っ
て
い
た
。
最

後
に
、
宮
井
副
会
頭
の
締
め
の
ご
発
声

に
て
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
了
し
た
。

日商簿記検定試験
合格者

　令和５年６月11日に

開催された第164回日

商簿記検定試験の合格

者の受験番号は次の通

りです。

〈３級〉 該当者なし

議
員
会
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

議
員
会
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催催

議
員
会
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催



　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
る
「
勝
ち
残
る
人
は
知
っ
て

い
る
！
『
価
格
転
嫁
』
の
ポ
イ
ン
ト
と

極
意
！
」
セ
ミ
ナ
ー
が
七
月
三
日
俄
午

後
二
時
か
ら
会
場
（
留
萌
産
業
会
館
）

受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
で
開
催
さ
れ
、

七
名
が
受
講
し
た
。

　
講
師
に
ミ
ナ
ト
経
営
株
式
会
社
代
表

取
締
役
の
田
内
孝
宜
氏
を
招
き
、
円

安
・
イ
ン
フ
レ
・
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え

て
い
る
事
業
者
の
特
徴
、
仕
入
れ
高
騰

を
利
益
増
加
に
繋
げ
る
た
め
の
考
え
方

や
中
小
企
業
の
生
き
残
り
の
切
り
札
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
る
「
電
子
帳
簿
保
存
法
セ
ミ

ナ
ー
」
が
、
六
月
十
五
日
牙
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
会
場
（
留
萌
産
業
会
館
）

受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ
、
二
十
一
名

が
受
講
し
た
。

　
講
師
に
中
島
税
理
士
・
行
政
書
士
事

務
所
の
中
島
祥
貴
氏
を
招
き
、
来
年
一

月
以
降
に
改
正
さ
れ
る
電
子
帳
簿
保
存

法
に
対
応
す
る
た
め
、
改
正
内
容
と
実

務
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
、

受
講
者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て

い
た
。
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新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ｋ
Ｓ
 ｋ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
 Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

留
萌
市
開
運
町
２
丁
目
５
倆
　２０

　
　
　
　
　
　
　
Ｙ
Ｓ
ド
リ
ー
ム
１
Ｆ

Ｄ
Ｚ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
留
萌
沖
見
店

　
留
萌
市
沖
見
町
２
丁
目
４

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
 Ｂ
Ａ
Ｒ
 Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ

留
萌
市
錦
町
３
丁
目
中
央
ビ
ル
２
Ｆ

㈱
モ
ス
ク
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
い
オ
フ
ィ
ス

留
萌
市
花
園
町
５
丁
目
２
倆
１

新

入

会

員

紹

介

電
子
帳
簿
保
存
法

セ
ミ
ナ
ー

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業

勝
ち
残
る
人
は
知
っ
て
い
る
！

『
価
格
転
嫁
』
の
ポ
イ
ン
ト
と

極
意
！
セ
ミ
ナ
ー

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

　
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
昼
間

の
時
間
帯
、
お
仕
事
が
忙
し
く
留
萌
中

小
企
業
相
談
所
へ
来
所
で
き
な
い
経
営

者
・
創
業
予
定
者
の
皆
様
向
け
に
、
七

月
六
日
牙
の
午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時

ま
で
、
留
萌
産
業
会
館
を
会
場
に
夜
間

金
融
経
営
相
談
室
を
設
置
し
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
旭
川
支
店
国
民
生
活
事
業

の
大
澤
正
規
上
席
課
長
代
理
と
当
所
経

営
指
導
員
が
資
金
繰
り
相
談
や
、
経
営

一
般
、
税
務
等
の
相
談
に
応
じ
た
。

留
萌
中
小
企
業
相
談

留
萌
中
小
企
業
相
談
所所

夜
間
金
融
経
営
相
談

夜
間
金
融
経
営
相
談
室室

を
設
を
設
置置

展示会や諸会議に

■申込み、お問い合せは
留萌商工会議所業務課へ

 ● 冷暖房完備 ● 

産業会舘をご利用下さい

新北海道スタイルを
実践しています！

緯４２－２０５８

　
当
所
青
年
部
（
川
村
忠
司
会
長
）
地

域
連
携
委
員
会
（
小
村
昭
裕
委
員
長
）

主
管
に
よ
る
「
留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
」
が
六
月
二
十
七
日
峨
午
後
六

時
半
か
ら
留
萌
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
、

地
域
住
民
ら
約
三
五
〇
人
が
参
加
し
た
。

　
本
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
法
上
で

「
５
類
」
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

今
後
他
団
体
が
同
様
の
事
業
を
開
催
し

や
す
い
よ
う
、
と
の
思
い
の
下
に
、
同

団
体
の
活
動
周
知
や
地
域
住
民
と
の
交

流
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
川
村
会
長
よ
り
「
た
く
さ
ん
の

方
に
集
ま
っ
て
頂
き
大
変
嬉
し
い
。
精

一
杯
楽
し
ん
で
頂
き
、
そ
の
後
に
は
ぜ

ひ
留
萌
の
街
に
繰
り
出
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
挨
拶
後
、
当
所
の
大
石
昌
明
会
頭

の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
の
中
で
は
同
団
体
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
を
主
体
と
し

た
カ
ク
テ
ル
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ワ
ー
」
や
、

ホ
タ
テ
の
稚
貝
を
包
ん
だ
「
ホ
タ
子
焼

き
」
と
い
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

も
提
供
さ
れ
人
気
を
博
し
た
ほ
か
、
会

員
が
景
品
を
提
供
し
た
大
抽
選
会
も
実

施
さ
れ
、
会
場
を
大
き
く
盛
り
上
げ
た
。

留
萌
商
工
会
議
所
青
年

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部部

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
『
留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

『
留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
』』

『
留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
』
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　「
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
」
は
、
七
月
二

十
八
日
画
前
夜
祭
、
二
十
九
日
臥
は
市

内
目
抜
き
通
り
を
舞
台
に
「
や
ん
衆
あ

ん
ど
ん
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
四

年
ぶ
り
の
開
催
で
、
前
夜
祭
は
、
道
の

駅
る
も
い
特
設
会
場
で
開
か
れ
、
子
供

た
ち
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
留

萌
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
演
奏
し
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
市
内
で
飲
食
店
を

経
営
す
る
お
店
が
出
店
し
、
ビ
ー
ル
や

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
で
喉
を
潤
し
、
焼
き
鳥

を
は
じ
め
、
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
・
た
こ
焼
き
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。

ま
た
、
自
転
車
・
商
品
券
等
が
当
た
る

抽
選
会
や
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

チ
ー
ム
「
藍
＆
Ｍ
Ｏ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
」
が
演
舞
を
披
露
し
前
夜
祭
を
終

了
し
た
。

　
翌
日
、
今
年
で
第
三
十
四
回
目
を
迎

え
る
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
は
、
令
和
元
年

と
同
じ
コ
ー
ス
で
、
出
発
式
を
錦
町
の

タ
ニ
薬
局
前
交
差
点
・
ゴ
ー
ル
を
お
勝

手
屋
「
萌
」
交
差
点
に
し
て
、
女
み
こ

し
、
大
あ
ん
ど
ん
六
基
・
中
小
あ
ん
ど

ん
四
基
の
合
わ
せ
て
十
基
が
参
加
し
た
。

　
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
錦
町
の
タ
ニ

薬
局
前
交
差
点
で
出
発
式
が
行
わ
れ
神

事
、
大
会
長
の
中
西
俊
司
市
長
の
挨
拶
、

女
み
こ
し
参
加
者
に
よ
る
三
本
締
め
の

あ
と
、
午
後
六
時
四
十
五
分
に
ス
タ
ー

ト
し
、
国
道
二
三
一
号
か
ら
市
道
北
八

条
通
り
お
勝
手
屋
「
萌
」
交
差
点
に
向

け
て
行
進
し
、
大
小
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊

か
な
あ
ん
ど
ん
が
次
々
に
登
場
。
鮮
や

か
な
色
彩
を
は
な
ち
沿
道
を
埋
め
た
見

物
客
を
魅
了
し
た
。

　
北
八
条
通
り
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た

迫
力
満
点
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
繰
り

広
げ
ら
れ
見
物
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
栄
町
お
み
や
げ
処
お

勝
手
屋
「
萌
」
前
の
五
差
路
が
会
場
と

な
り
、
駅
前
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
全
あ

ん
ど
ん
が
集
結
し
、
実
行
委
員
長
の
大

石
昌
明
会
頭
の
挨
拶
の
あ
と
、
大
あ
ん

ど
ん
か
ら
餅
ま
き
、
子
供
向
け
の
菓
子

が
渡
さ
れ
、
各
団
体
が
最
後
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
串
橋
伸
幸
呑

涛
ま
つ
り
企
画
運
営
委
員
長
の
音
頭
に

よ
る
一
丁
締
め
で
閉
会
し
た
。

　
参
加
団
体
・
企
業
は
次
の
と
お
り

◎
女
み
こ
し

【
あ
ん
ど
ん
】

◎
留
萌
や
ん
衆
太
鼓
「
雷
舞
」

◎
留
萌
市
議
会
議
員
会

◎
留
萌
振
興
局
・
留
萌
教
育
局

◎
留
萌
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◎（
一
社
）留
萌
青
年
会
議
所

◎
あ
ん
ど
ん
広
報
車（
会
議
所
青
年
部
）

◎
第
　
普
通
科
連
隊
＆
留
萌
商
工
会
議
所

２６

◎
留
萌
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

◎
留
萌
信
用
金
庫

◎
留
萌
市
役
所

【
は
ね
と
】

◎
各
小
中
学
校
・
一
般
参
加
者

◎
留
萌
市
国
際
交
流
協
会

◎
第
　
普
通
科
連
隊

２６

◎
市
外
留
学
生

◎
留
萌
開
発
建
設
部

【
協
賛
商
社
・
団
体
・
組
合
】

◎
留
萌
小
売
酒
販
組
合

◎
北
酒
販
㈱
留
萌
支
店

◎
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

留萌市福利厚生会

出 発 式

参与・正副会頭

迫迫迫迫迫迫迫迫迫
力力力力力力力力力
ののののののののの
あああああああああ
んんんんんんんんん
どどどどどどどどど
んんんんんんんんん
行行行行行行行行行

迫
力
の
あ
ん
ど
ん
行
列列列列列列列列列列

ははははははははは
ねねねねねねねねね
ととととととととと
乱乱乱乱乱乱乱乱乱

　
は
ね
と
乱
舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞
「「「「「「「「「「
ラララララララララ
イイイイイイイイイ
ヤヤヤヤヤヤヤヤヤ
！！！！！！！！！
」」」」」」」」」

ラ
イ
ヤ
！
」

第第第第第第第第第
三三三三三三三三三
十十十十十十十十十
四四四四四四四四四
回回回回回回回回回
ややややややややや
んんんんんんんんん
衆衆衆衆衆衆衆衆衆
あああああああああ
んんんんんんんんん
どどどどどどどどど

第
三
十
四
回
 や
ん
衆
あ
ん
ど
んんんんんんんんんん

迫
力
の
あ
ん
ど
ん
行
列

　
は
ね
と
乱
舞
「
ラ
イ
ヤ
！
」

第
三
十
四
回
 や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

２２２２２２２２２
０００００００００
２２２２２２２２２

２
０
２
３３３３３３３３３３

２
０
２
３

るるるるるるるるる
ももももももももも
いいいいいいいいい
呑呑呑呑呑呑呑呑呑
涛涛涛涛涛涛涛涛涛
ままままままままま
つつつつつつつつつ

る
も
い
呑
涛
ま
つ
りりりりりりりりりり

る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
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留萌みなとライオンズクラブ留萌ロータリークラブ

留萌開発建設部 留萌市議会議員会

あんどん広報車（留萌商工会議所青年部）

留萌信用金庫フィナーレ会場

留萌商工会議所・自衛隊第２６普通科連隊 各小中学校・一般参加者留萌市国際交流協会・市外留学生

女みこし

留萌振興局・留萌教育局

留萌やん衆太鼓「雷舞」

（一社）留萌青年会議所



　
当
所
青
年
部
（
川
村
忠
司
会
長
）
資

質
錬
成
委
員
会
（
大
嶋
光
生
委
員
長
）

主
管
に
よ
る
事
業
例
会
「
留
萌
創
業
一

三
〇
年
企
業
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
社
会
変

化
へ
の
対
応
」
が
七
月
十
三
日
牙
午
後

七
時
か
ら
留
萌
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
、

青
年
部
メ
ン
バ
ー
十
七
名
と
講
師
と
し

て
澤
井
商
事
株
式
会
社
よ
り
代
表
取
締

役
　
澤
井
篤
司
氏
が
講
師
と
し
て
参
加

し
た
。

　
本
事
業
例
会
で
は
、
留
萌
で
創
業
し

一
三
〇
年
と
い
う
同
社
の
歴
史
か
ら
、

歴
代
の
経
営
者
が
ど
の
よ
う
に
経
営
に

取
り
組
ん
だ
の
か
を
学
び
、
会
員
の
青

年
経
済
人
と
し
て
の
資
質
向
上
・
研
鑽

に
役
立
て
る
事
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　
川
村
会
長
の
挨
拶
後
、
大
嶋
委
員
長

よ
り
趣
旨
説
明
、
講
師
の
澤
井
氏
を
紹

介
後
、「
先
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

変
わ
る
も
の
・
変
わ
ら
な
い
も
の
…
時

代
の
記
憶
を
未
来
に
紡
ぎ
た
い
」
と
題

さ
れ
た
講
話
を
し
て
頂
い
た
。

　
講
話
で
は
、
五
代
一
三
〇
年
の
同
社

の
歴
史
の
中
で
、
歴
代
経
営
者
が
ど
の

よ
う
な
選
択
と
決
断
を
し
た
の

か
、
二
〇
の
格
言
を
通
し
て
紹

介
し
て
頂
き
、
そ
れ
ら
を
澤
井

氏
が
ど
う
解
釈
し
て
い
る
か
、

経
営
者
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

語
っ
て
頂
い
た
。

　
ま
た
、
講
話
の
終
わ
り
に
は
、

自
身
も
青
年
部
に
所
属
し
、
第

五
代
会
長
も
務
め
て
い
た
経
歴

か
ら
、「
成
長
は
自
ら
が
投
じ

た
も
の
に
よ
る
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会

員
な
ら
会
を
使
い
、
委
員
長
な

ら
勉
強
会
で
招
く
講
師
を
自
分

で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

晦

界

海

皆
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本
年
度
は
留
萌
ら
し
い
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
画
、
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
充
実
し
た

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
初
開
催
と
な
っ
た
留

萌
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催
「
る
も
い
Ｙ
Ｅ
Ｇ

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」
に
は
三
五
〇
名
も
の
市
民

の
み
な
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ワ
ー
」
や
タ
コ
の

代
わ
り
に
ホ
タ
テ
を
入
れ
た
「
ホ
タ
子
焼
き
」

の
提
供
な
ど
も
含
め
、
夏
の
始
ま
り
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
留
萌
神
社
例
大
祭
で
は
、
留
萌
縁
日
保
存

会
の
お
か
げ
で
七
十
店
を
超
え
る
屋
台
が
軒

を
連
ね
、
変
わ
ら
な
い
夏
の
賑
わ
い
を
創
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
度
消
え
か
け

た
と
は
思
え
な
い
素
晴
ら
し
い
復
活
か
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で
の
苦
労
や
今

後
の
継
続
の
た
め
の
課
題
な
ど
も
山
積
し
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、
ド
リ
ン
ク
の
販
売
を

手
伝
い
な
が
ら
、
連
日
足
を
運
び
仲
間
と
語

る
若
者
た
ち
や
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
様

子
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
は
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
が
通
常
開
催

と
な
り
、
前
夜
祭
、
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
運
行
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
大
変
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
楽
し
ん
で
い
た
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
市
内
に
響
く
太
鼓
と
笛
の
音
、

「
ラ
イ
ヤ
ー
」
の
掛
け
声
、
商
売
繁
盛
を
祈
念

す
る
三
本
締
め
の
拍
子
木
の
音
、
沿
道
で
は

多
く
の
人
が
も
ち
撒
き
や
菓
子
撒
き
を
求
め

て
手
を
振
る
。
素
晴
ら
し
い
賑
わ
い
を
演
出

し
、
幕
を
下
ろ
し
た
と
思
い
ま
す
。
各
団
体

の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
留
萌

Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
の
参
画
は
も

と
よ
り
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
考
え
な
が

ら
、
こ
の
ま
ち
の
経
済
活
動
に
積
極
的
に
貢

献
す
る
意
思
を
も
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

　
　
　
留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

　
専
務
理
事
　
山
田
　
　
篤

　
本
年
度
一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
地
域
の
問
題
解

決
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
現
在

我
々
は
独
立
リ
ー
グ
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
設

立
を
目
指
し
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

「
青
少
年
健
全
育
成
」「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

の
二
本
柱
を
立
て
、
子
供
た
ち
の
た
め
、
そ

し
て
留
萌
の
マ
チ
の
さ
ら
な
る
活
性
化
の
た

め
に
日
々
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
七
月
十
六
日
に
留
萌
市
浜
中
運
動
公

園
野
球
場
で
行
わ
れ
た
北
海
道
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
リ
ー
グ
、
石
狩
レ
ッ
ド
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
様

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て
午
前
午
後
と
二

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
留
萌
の
地

で
も
プ
ロ
の
公
式
試
合
が
で
き
る
、
そ
し
て

多
く
の
お
客
様
が
ご
来
場
な
さ
れ
、
プ
ロ
野

球
の
迫
力
と
熱
量
を
間
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
留
萌
で
見
て
面
白

か
っ
た
た
め
石
狩
や
美
唄
、
士
別
へ
独
立

リ
ー
グ
の
野
球
を
見
に
行
く
と
い
っ
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
の
も
聞
い
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
市
民
の
野
球
熱
は
確
か
に

高
ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
設
立
に
は

多
く
の
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
我
々

だ
け
が
頑
張
っ
て
も
決
し
て
チ
ー
ム
は
出
来

上
が
り
ま
せ
ん
。
留
萌
市
全
体
で
熱
量
と
気

概
を
高
め「
留
萌
の
マ
チ
に
プ
ロ
野
球
を
外
」

こ
の
考
え
を
マ
チ
中
に
浸
透
さ
せ
、
一
人
ひ

と
り
が
考
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
必
ず
チ
ー
ム

設
立
は
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
我
々

の
運
動
も
熱
量
も
ま
だ
ま
だ
加
速
さ
せ
続
け

ま
す
。
留
萌
市
の
企
業
・
行
政
・
市
民
の
皆

様
へ
さ
ら
な
る
御
協
力
・
御
理
解
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所

副
理
事
長
　
鈴
木
　
暉
唯

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
例

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
 事
業
例
会会

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
 事
業
例
会

『
留
萌
創
業
一
三
〇
年
企
業
の
歴
史
か
ら
学

『
留
萌
創
業
一
三
〇
年
企
業
の
歴
史
か
ら
学
ぶぶ

社
会
変
化
へ
の
対
応

社
会
変
化
へ
の
対
応
』』

『
留
萌
創
業
一
三
〇
年
企
業
の
歴
史
か
ら
学
ぶ

社
会
変
化
へ
の
対
応
』
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萌
商
工
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議
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青
年
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一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所 No.１９３
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
り

企
  業
　
　
 情
  報

徳

地元企業応援助成事業

噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで
ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が２０
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済は運転資金７年以内
●設備資金１０年以内

●融資対象

金利1.09％
留萌市の利子補給で 0．09％
 ※適用には条件があります。 （　　　　　　　　）

労働保険でお悩み の 方
留萌商工会議所の労働保険
事務組合に事務委託しませんか。
●委託できる事務の範囲
①概算保険料、確定保険料などの申告及び納
付に関する事務

②保険関係成立届、雇用保険事業所設置届の
提出等に関する事務

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務
④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務
⑤その他労働保険についての申請、届出、報
告に関する事務

労働保険事務組合加入のメリット

【当所の会員事業所が対象となります。詳しくはＴＥＬ４２－２０５８へ】

労働保険事務を事
業主に代わって処
理しますので、事
務の手間が大幅に
軽減されます。

労災保険に加入する
ことができない事業
主や家族従業員など
も、労働保険事務組
合では特別に労災保
険に加入することが
できます。

労働保険料の額に
かかわりなく３回
に分割納付するこ
とができ、納付の
負担が楽になりま
す。

　留萌市では、地域社会の発展や市民生活の向上を図ると共に、地元企業の振興のため留萌市地元企業応援
助成事業を行っています。
○地元企業応援上乗せ助成金　助成率１/２・助成限度額 ３００万円
　対象経費：補助金等を交付する各機関の補助事業対象経費
国や北海道、中小企業等に対する支援機関が実施している各種補助事業に採択された事業で「留萌市地元
企業応援基本条例」の趣旨に合致するものと判断する事業に対して上乗せ支援します。

○新規創業者支援助成金　助成率１/２・１００万円
　対象経費：初期整備費、土地・建物取得費、改修費、設備導入費　
　市内において新規創業する方を支援します。　
　上記の他に、新商品開発・販路拡大支援助成金、商店街エリア出店（空き店舗活用）支援助成金、事業承継
支援助成金、人材確保等支援助成金（ＵＩＪターン支援）、人材育成支援助成金、小規模事業者経営改善資金利
子補給金等の様々な支援メニューがあります。
　詳しくは留萌市役所ホームページ内にある「支援メニューガイドブック」をご覧ください。　
問い合わせ：留萌市役所 経済港湾課　ＴＥＬ ４２−１８４０
　　　　　　ホームページ　ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｅ−ｒｕｍｏｉ．ｊｐ

№ １００

地元企業や創業者のチャレンジを応援します ！地元企業応援助成事業
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９
月
　
日
牙
・
　
月
　
日
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１４

１０

１２

「なんで北海道だけ？」

　よく聞かれることがある。

　内地では仏事にお饅頭が多い

けど北海道ではお饅頭ではなく、

中華饅頭が出るけどなんで？

　20年程前にも同じ質問をさ

れ、気になり専門学校時代の和

菓子の先生に電話して聞いてみ

たことがある。

　諸説色々あるがその一つとして、遣唐使の時代に中

国から伝来した物の一つに「中華ざじ」という道具が

あり、それを使い生地をすくい鉄板の上に流し楕円状

に広げて焼き、餡子を包むという中華まんじゅうの原

型となる朝廷菓子が作られたそうです。

　その後時代は進み、朝廷の娘が長野県の須坂藩に嫁

ぎ、その道具とその菓子が長野県に伝わったそうで、

その須坂藩から屯田兵として多くの人が北海道に渡り、

開拓を行っていたが、開墾はとても厳しく、志半ばで

倒れた仲間を弔う時に饅頭を蒸す道具が無かったため

鉄板の上で焼く菓子を作って弔ったそうで、その事が

当時の開墾仲間に伝わり、北海道では仏事に中華まん

じゅうを使う事が広がったようです。

　似たお菓子は全国にあるが仏事

に使うのは北海道と東北の一部だ

けだと聞いております。

　信じるか信じないかは……（笑）

　広報委員会 委員長　長内　敬憲

８～10月 留萌商工会議所 及び 市内行事予定

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事

※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

８月１８日晶噛留萌市平和祈念式典（留萌市役所 緯 ０１６４－４２－１８０１）

８月１８日晶煙ＩＴ導入に活用できるツールと政府支援施策セミナー

８月１９日松噛ふなばようちえん（るしんふれ愛パーク 緯 ０１６４－４３－１５０１）

８月２２日昇
　　　　　煙道北商工会議所事務局長会議（留萌開催）
　～２３日昌

８月２７日掌煙 留萌市勤労者共済会 会員親睦バスツアー

９月１日晶煙ごみ・ゼロ運動

９月２日松噛 ふなばがっこう（るしんふれ愛パーク 緯 ０１６４－４３－１５０１）

９月１０日掌煙萌商会　第３回例会

９月１４日昭煙一日公庫

９月２４日掌噛ふなばようちえん（るしんふれ愛パーク 緯 ０１６４－４３－１５０１）

９月２７日昌煙インボイス直前対策セミナー

１０月２日捷煙ごみ・ゼロ運動

１０月６日晶煙第６４回留萌商工会議所会員大会

１０月１２日昭煙一日公庫

１０月１６日捷煙商工会議所後期会費 口座振替日

地元企業を応援する支援
メニューはありません
か？

留萌市では地元企業・創業
者向け支援メニューガイド
ブックを公表しています。

補助事業に対する追加支援や
新商品開発、新規創業など幅
広い支援になっています。
詳しくはかいぎしょＮＥＷＳ
８・９月号の９ページをご覧
ください。

Ｑ ＆ Ａコーナー
商工会議所について毎月お答えし ま す。

商工 会 議所 No.１０１

どのような支援が受け
られますか？

の ぶ や き
報 委 員 長広
つ




